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◆田村みんなの夢広場

復興への確かな歩み

な
雰
囲
気
の
中
、
市
の
特
産
品

や
こ
れ
か
ら
の「
夢
」の
話
で
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　

総
合
体
育
館
で
は
震
災
パ
ネ

ル
展
が
開
か
れ
、
市
や
自
衛
隊

な
ど
が
撮
影
し
た
数
多
く
の
貴

重
な
写
真
に
、
来
場
者
の
多
く

が
パ
ネ
ル
の
前
で
足
を
止
め
、

時
間
を
か
け
見
つ
め
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
会
場
に
は
、
市
内

の
商
工
会
女
性
部
な
ど
の
屋
台

が
並
び
、
カ
レ
ー
コ
ロ
ッ
ケ
や

野
菜
カ
レ
ー
な
ど
が
人
気
を
集

め
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
最
後
に
は
、
子

ど
も
た
ち
が
復
興
の
願
い
を
込

め
風
船
を
飛
ば
し
、
盛
況
の
う

ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

　
「
田
村
み
ん
な
の
夢
広
場
」
が

９
月
２
日
、
市
運
動
公
園
で
開

か
れ
ま
し
た
。「
復
興
元
年　

が

ん
ば
ろ
う
！
ひ
と
つ
に
な
っ
て
」

を
合
言
葉
に
、
震
災
と
原
発
事

故
か
ら
の
復
興
を
目
指
す
こ
の

イ
ベ
ン
ト
は
、
市
と
航
空
自
衛

隊
大
滝
根
山
分
屯
基
地
、
陸
上

自
衛
隊
郡
山
駐
屯
地
、
市
商
工

会
広
域
連
携
協
議
会
の
主
催
。

　

当
日
は
、
雨
が
降
っ
た
り
や

ん
だ
り
の
あ
い
に
く
の
空
模
様

で
、
自
衛
隊
に
よ
る
戦
闘
機
や

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
な
ど
の
実
演
飛

行
は
中
止
に
な
り
ま
し
た
が
、

会
場
に
は
大
勢
の
か
た
が
訪
れ
、

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　

装
甲
車
な
ど
自
衛
隊
の
特
殊

車
両
や
パ
ト
カ
ー
、
消
防
は
し

ご
車
な
ど
が
展
示
さ
れ
た
コ
ー

ナ
ー
に
は
、
多
く
の
親
子
連
れ

が
訪
れ
、
展
示
車
両
に
試
乗
し

た
り
、
記
念
撮
影
し
た
り
し
て

い
ま
し
た
。

　

メ
ー
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
船

引
中
・
船
引
高
の
吹
奏
楽
部
や

県
警
音
楽
隊
、
自
衛
隊
な
ど
多

く
の
団
体
が
出
演
し
、
多
彩

な
曲
を
披
露
し
ま
し
た
。
ま

た
、
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゼ

シ
ョ
ー
に
は
、
た
く
さ
ん
の
子

ど
も
た
ち
が
集
ま
り
、
盛
ん
に

声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
現

在
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
平

清
盛
」
に
出
演
中
の
俳
優
鈴
之

助
さ
ん
と
冨
塚
市
長
と
の
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
で
は
、
終
始
和
や
か

①２回行われた仮面ライダーフォーゼショーは大人気
②警察や消防の車両が多数展示され、試乗もできました
③船引中学校の吹奏楽部が軽快な曲を演奏
④よさこいは息の合ったパフォーマンスを披露
⑤消防署のロープ渡り訓練には子どもたちが挑戦
⑥輪投げや射的、ヨーヨー釣りなどの縁日コーナー
⑦自衛隊の車両や装備品も展示されました
⑧体育館ではパネル展示のほか、制服試着コーナーも
⑨福島県警音楽隊の優雅な演奏とカラーガード隊に
　よる華麗な演技
⑩鈴之助さんと冨塚市長のトークショー
⑪自衛隊車両に搭乗体験もできました

東日本大震災と原発事故から１年半。
震災前の平穏な生活に戻るには、もう少し時間がかかりそうです。
でも、確実に少しずつ復興は進んでいます。
イベントに集まった多くの人が、田村の元気を感じたはずです。
がんばろう！ひとつになって。
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